
 

  

 

 

運動会を迎えるにあたって、９月６日（金）の学校集会で「１＋１＝」の「３つの答え」についての話をしました。

（昨年度は、２学期の始業式で話しました。） 

①まず、１＋１＝２という式。（１＋１は？と聞くとみんなが「２」とわかっていました。）これは真理であり、算数の

勉強の答えです。言い換えるとしっかり学ぶ、勉強する、ものごとを追究するという意味の式です。 

②次は、一人ひとりの気持ちや心を一つに合わせること、それは１＋１＝１という式です。 

③そして、一人ひとりの力を合わせると大きな（とてつもない）力になる、それは１＋１＝３という式です。 

（普通は一人と一人では二人分の力ですが，それ以上の力になるという意味です。

４にも５にもなります。逆に0.5にも０にもなることもあります。） 

竜王小では２学期も、運動会を始めとしていろいろな行事や勉強に取り組みます。

ぜひ、１＋１＝１、１＋１＝２、１＋１＝３でがんばってほしいです。つまり、全

校児童４２１人＋教職員４１人の気持ちを一つにして、しっかり勉強や物事に取り

組み、大きな力を発揮して素晴らしい竜王小にしていくということです！ 

 

■ 避難訓練を行いました！ 

８月２９日（木）の昼休みの時間帯

に、地震を想定した避難訓練を行いま

した。教室にいた児童は、先生の指示

のもと避難を行いましたが、そのほか

の児童は自分で判断して行動しなけれ

ばなりません。校庭で遊んでいた児童も、校庭の中央に移動して座

っている子がほとんどでした。教室でない校舎内の児童も、安全な

場所で座って待っていて、しゃべらずに校庭に避難することができ

ました。いつ起こるかわからない災害ですが、自分の命は自分で守

る（自助）意識を常に持たせていきたいと思います。 

 

■ ４年生起震車体験 

９月３日（火）の５校時に、４年生は地

震の揺れを体験する「起震車体験」を行い

ました。山梨県立防災安全センターのお二

人の方が、指導をしてくれました。最初に、

先生方が震度７の体験をしたあと、子ども

たちは震度５強～６で行いました。机は起震車に固定してあったので、つかむことができましたが、実際は机も動い

てしまうので、机にもぐることも難しくなります。今回の体験を今後の自分の身を守る際の参考にしてほしいです。 

 

■ 甲斐市市制施行１５周年記念給食！ 

８月３０日（金）の給食は、甲斐市になってから１５

年をお祝いする給食です。記念すべきメニューは「甲州

ワインビーフと赤坂トマトのハヤシライス」「海藻野菜サ

ラダ」「小魚」「甲斐市産 梅ジャムゼリー」でした。 
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負傷者を想定 

１５年前の９月１日に、竜王町、敷島町、双葉町の３町が合併し、甲斐市になりました！ 

 

校庭の中央に避難

した子どもたち 



■ 組立体操に向けて～２回目の花輪コーチの指導～ 

９月２日（月）の３・４校時に、５・６年生はアストレの花輪コーチを

お迎えして２回目の組立体操に向けての講習会を行いました。基本の動き、

倒立の仕方、力の入れ方など、組立体操に必要な動きや技術を学びました。

花輪コーチには、集団技についても指導を受けることになっています。 

 

■ 力強く！ カッコよく！～風林火山～ 

９月４日（水）の３・４校時に、３・４年生は運動会の表現運動「風林

火山」をジョイソーランのお二人の講師の方に指導していただきました。

この日、初めて踊ったにもかかわらず、子どもたちの踊りのセンスのよさ

に感心しました。昨年度の「キッズ・ソーラン」とは、ひと味違う表現を

してくれそうです。音楽もビートが効いてかっこいいです。運動会本番で

は、力強く、キレッキレにカッコよく踊ってくれることでしょう！ 

 

 

  

 

 

■ 世界に一つだけのはんこづくり～４年生「ものづくり体験教室」～ 

９月５日（木）の３・４校時に、４年生は「ものづくり講座・体験教室」で、はんこづくり

（印章彫刻）を体験しました。山梨県職業能力開発協会の渡辺様をはじめ、はんこづくりで有

名な市川三郷町の職人さんら６名が講師として指導してくれました。あらかじめ自分の名前の

一字がはんこに書かれており、それを印刀（いんとう）という道具を使い、彫っていきました。

「もう少しここを深く彫るといいよ」などの指導を受けながら、集中して作業を行い仕上げる

ことができました。そして、自分の習字の名前の下に「はんこ」を押すと・・・、書道家のよ

うな作品に生まれ変わりました。４年生の社会科では、山梨県の伝統や文化、産業を勉強しま

す。その一環として、今回の体験教室を行いました。 

世界に一つだけの自分のはんこ、ずっと大切にとっておいてほしいと思いました。 


